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　○今月号の作成担当は、飯舘中学校３年生です。

最後のスポーツ大会を終えて

　僕たち３年１組は、今回のスポーツ大会で、みんなの目標だった総合優勝を果たすことができま
した。サッカー１位、バスケ３位、リレー１位と、素晴らしい成績でした。クラスが一つになって
戦った結果だと思います。今回のスポーツ大会は僕たちにとって最後の大会だったので、素晴らし
い思い出になりました。このことで、クラスとしても一回り成長できた気がします。これからも、
文化祭などクラスで活動することはたくさんあります。残り半年をきった中学校生活、この３年１
組というクラスで楽しい思い出をたくさんつくっていきたいです。今回のスポーツ大会は、僕たち
の思い出の一つとして、今までの行事の中でも特に印象に残るものになりました。（橋本　廉）
　３年２組は、クラス一丸となってスポーツ大会に参加しました。男子のサッカーで、予選リーグ
で一敗してしまいましたが、得失点差で決勝リーグへ進むことができました。決勝リーグでは準決
勝で負けてしまい３位でした。女子はバスケットボールを行ないました。予選リーグを勝ち進み決
勝リーグへ進みました。決勝リーグでも勝ち続けて１位になりました。その結果、リレーで１位に
なったクラスが総合優勝ということになって、クラス全員がとても気合いを入れていました。最後
まであきらめずに走りましたが、２位になってしまい、総合でも２位でした。しかし、クラスがこ
んなに一丸になってできたスポーツ大会はとても楽しかったです。これからも、クラス全員が何事
にもくじけずに学校生活を送っていきたいと思います。（熊久保　亮太）
　僕たち３年３組は、サッカー３位で、女子バスケットボールは３位という結果でした。そして総
合３位という結果が残せました。サッカーは男子が一丸となり戦うことができました。準決勝戦で
２年１組と対戦しました。同点で終わり、ＰＫ戦になりました。結果、惜しくも負けてしまいまし
た。最後のリレーでは、１位になったクラスが総合優勝になると聞いていたので、そのプレッシャ
ーの中みんな必死に走りました。結果は３位に終わりました。しかし、みんな一生懸命に走ったの
で悔いは残りませんでした。３年間の中で一番良い思い出のスポーツ大会でした。（篠田　良平）

立村50周年記念祭のフィナーレに参加して
　９月30日。立村50周年を迎えたこの日、私たち３学年の生徒会役員５人は、式典のフィナー
レとして詩の群読に参加しました。テーマは「明日に誓う」。50年目の節目を迎え、これからの飯
舘村を私たちがどのようにしていきたいかという思いを伝えました。はじめは、全員の息が合わな
かったり、詩の内容をうまく表現できなかったりと、詩の群読の難しさに苦労しました。当日の式
典の中で、この50年間を振り返る映像が流されました。人々がどのような思いで飯舘村をつくり
上げてきたのかを目にした時、これからの飯舘村を担っていくのは私たちなのだという実感が沸い

てきました。その気持ち
は５人全員が感じていた
と思います。全員で心を
一つにし、新たな飯舘村
の良いスタートを切るこ
とができました。
（佐藤萌子）

老人ホームを訪問して
　私たちは、10月６日に老人ホームを訪れ、文化祭で歌う歌を
発表してきました。１回目はすごく緊張して、思い通りに声を
出すことができませんでしたが、ホームの皆さんが温かい拍手
をしてくれました。次こそはと思い、２回目では精一杯声を出
しました。しかし、声を出すことに夢中になり、歌詞を一言一
言はっきり言うことができませんでした。聞いていた皆さんは、
歌詞の意味が分からなかったと思います。今回、ホームで合唱
の発表をしたことで、一言一言はっきり発言することが大切だ
と分かりました。文化祭までしっかり練習し、当日は悔いの残
らないように、精一杯歌いたいと思います。（大澤千恵）

芋煮会をして
　10月６日の芋煮会は、台風の影響で外で行うことができませんでした。しかし、調理室やベラ
ンダにて楽しく料理を作ることができました。私たち３年生は、毎年芋煮会をしましたが、残念な
がら晴れた日はありませんでした。家では体験できない料理の楽しさを友達と学べました。友達と
アイディアを出し合って作る料理はとてもおいしくできました。友達と協力して何かを作るという

のは授業では味わえないこ
となので、とても貴重な経
験になりました。私にとっ
て中学校最後の芋煮会は楽
しい思い出になりました。
（佐野あずさ）

赤蜻祭に向けて
　僕は去年の文化祭が終わった頃から、今年の文化祭実行委員長になろうと思っていました。なぜ
なら、去年の文化祭の準備をしていた実行委員がとても輝いて見えたからです。でも、実際にやっ
てみると、指示を出し、メンバーを統括する立場の人の苦労が身にしみて分かりました。しかし、
文化祭をつくる側として精一杯努力し、
この文化祭を盛り上げていきたいと思
います。それに、この文化祭がこの２
年半の中学校生活の集大成であり、こ
のメンバーで活動できる最後の行事な
ので、充実した楽しい思い出に強く残
る文化祭にしたいです。（田村文宏）

○次号の作成担当は、草野小学校です。


